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２０２６年度 同志社大学大学院経済学研究科 

「学部奨励学生」募集要項 

 

｢学部奨励学生｣は、同志社大学大学院経済学研究科への進学を希望する本学経済学部生のための

制度です。この制度は、学部４年次に生まれる時間的余裕を大学院へのステップとして有効に活用

することで、本研究科をめざす勉学意欲の高い学部生が大学院へ進学しやすくなる環境を提供する

ものです。経済学部と経済学研究科の連携による学部と大学院の一貫教育の実現により、学部レベ

ルより１ランク上の高度な経済学の専門知識の習得と問題解決能力を身につけ、社会の幅広い分野

で活躍できる人物を育成することを目指しています。 

学部奨励学生になると、学部４年次から学部生の身分のまま本研究科前期課程１年次生と同じ条

件で科目履修ができます。学部卒業後、本研究科へ入学した場合、入学後１年で前期課程を修了す

ることが可能です。したがって、通常は学部４年と大学院２年の６年間必要なところを、学部４年

と大学院１年の５年間で学士と修士の学位を取得することができるため、時間的・経済的に効率よ

く目的を達成することができます。 

希望者は下記要項をよく読み、出願してください。 

 

記 

１． 募集人数：３０名以内 

 

２． 出願資格：以下の条件を全て満たす者 

①２０２５年度春学期終了時点において本学経済学部に５セメスター以上の期間在学してい  

る学生 

②本学大学院経済学研究科への進学を希望する者 

③２０２５年度春学期終了時点で１類科目のＧＰＡが「２．５以上」の者 

④２０２５年度秋学期終了時点で卒業に必要な修得単位数の条件をみたす見込みの者 

※２０２５年度秋学期の登録単位数を含みます。 

 

出願資格に関して不明な点がありましたら、今出川教務センター（経済学部・経済学研究科）

にお問合せください。 

 

３． 出願手続き： 

１）【１次募集】 

出願期間：２０２５年９月１２日（金）～９月１９日（金） 

  受付時間：今出川教務センター（経済学部・経済学研究科） 窓口開室時間 

  ※１次募集の状況を勘案し、２次募集を行うことがあります。詳細は経済学部掲示板 

および経済学部ＨＰでお知らせします。 

２）提出書類： 

① 学部奨励学生願書（所定用紙）：今出川教務センター（経済学部・経済学研究科） 

    または、経済学部・経済学研究科ホームページから 

    入手してください。 

② 志望理由書：以下のａ）～ｃ）の項目についてＡ４用紙に記述してください。 
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ａ）学部奨励学生を志望する理由 

ｂ）これまでの学習内容 

ｃ）大学院での研究テーマとそれに関する説明 

（MicrosoftWord によりＡ４判横書きで 40 字×30 行を標準として印字。字数は全

体で 2000～2400 字とする。手書きは認めない。） 

３）提出先：今出川教務センター（経済学部・経済学研究科） 

      ※直接窓口に持参してください。 

 

４． 選考方法・結果の通知： 

１）｢志望理由書｣の書類審査により選考します。 

２）選考結果は２０２５年１１月中旬までに郵送で通知します。 

 

５． 奨学金： 

  大学院に進学する際、奨学金が支給されます。支給額は２０万円で最大５名です。 

 

６． 学部奨励学生の取消： 

１） 学部奨励学生に決定した者で、２０２５年度秋学期終了時点で卒業に必要な修得単位数 

の条件を満たすことができなかった場合は、決定を取り消します。 

２）大学院入学試験「推薦入学制度」に出願しなかった場合は、秋学期から学部奨励学生の 

身分を取り消します。また、学部奨励学生であった者が、「推薦入学制度」以外の大学院 

入学試験で入学した場合は、一般の大学院学生と同様の扱いとなります。 

３）「推薦入学制度」により入学した場合でも、学部奨励学生として、大学院科目を１０単位 

以上修得できなかった者については、一般の大学院学生と同様の扱いとなります。 

（１年で修了することはできません。） 

４）学部奨励学生の期間は、２０２６年４月～２０２７年３月の１年間です。学部奨励学生 

の期間は、在学している必要があります。学部奨励学生の期間に休学した場合は、休学 

した学期から学部奨励学生の身分を取り消します。 

 

 

７． 注意事項： 

１）学部奨励学生は、２０２６年度中に大学院科目を１０単位以上履修しなければなりません。

学部科目については、履修する大学院科目と時間割が重ならないことを条件に、一般の学

部学生と同様に履修することができます。 

２）学部奨励学生として修得した大学院科目の単位は、学部の卒業必要単位には含まれません。

（自由科目として扱われます。） 

３）学部奨励学生の大学院への進学は、学部卒業を条件に大学院入学試験「推薦入学制度」 

（９月に実施予定）により決定します。詳細は大学院入学試験要項で確認してくださ

い。 

４）「推薦入学制度」により入学し、かつ、学部奨励学生として大学院科目を１０単位以上修得

した者については、大学院入学後に学部奨励学生として修得した大学院科目の単位のうち、

１５単位を上限として修了に必要な単位として認定します。この時の成績はＧＰＡ評価で

はなく「認定」となり、ＧＰＡ評価には算入されません。 



3 

 

５）学部奨励学生の出願にあたっての手数料や、学部奨励学生として大学院科目を履修するた

めの授業料の追加負担は必要ありません｡ 

６）学部奨励学生に決定した者を対象として、２０２６年４月初旬にオリエンテーションを行

い、履修方法や施設利用などの詳細について説明します。 

 

以上 

 

（お問合せ先）今出川教務センター（経済学部・経済学研究科） 

     TEL：075-251-3521  


